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1.は じめ に

粘土 ・土は大地にあ り,大 地がみせ るさまざまな変化

の場 において,そ の変化を担い,ま た変化を促す存在 と

して大き くかかわ りをもってきた.

大地に立ったヒトはそのような粘土 ・土を含む大地 に

支え られながら生活 し,ま た粘土 ・土 とのかかわ りを通

じてその暮 らしを大き く変えもした.

人は,大 地に生じる万象をそのままにせず,そ の事象

に興味を持ち,ま た大地に働 きかけもして大地がみせる

様子からさまざまに知識を得てきた.そ の知識を基に生

活の場 を広げ,生 活様式や生き方を変え,さ らに知識や

認識の枠をひろげた.

人は社会をつ くって知識 を蓄積 し,共 通認識を育て

た.ま た生産活動を分業 し,経 済活動を活発に行い,活

動の域を広げたが,そ の結果 これまでに社会はさまざま

に変 わ り,盛 えもまた衰えもした.土 についてみれば人

は今 日大地に地球規模での都市化 ・砂漠化への変化をも

たらし,土 壌が土さらに岩石へ と無機化する状況を作 り

出 しているようだ.

その間にも土 ・粘土の一般的 ・普遍的な物質的特性は

拾い出され,そ の特性の対比か ら,多 様な粘土 ・土の世

界が理解 ・認識され,ま た粘土の利用も変ってきている.

ここでは,ど のように人は粘土 ・土 とかかわ りあった

か，その断片をみる.ま たまとめ として今粘土 ・土に意

識す ることを示した。

2.粘 土と人 とのかかわ り

2.1.人 と土 ・粘土との接点

人は生物である.そ の意味では人と粘土 とのかかわ り

は，生物誕生 と生物進化への粘土のかかわ りに遡れよう.

生 命 の 起 源 に果 た した 粘 土 の 役 割 に つ い て,

Bernal, J. D (1952)は 粘土の有機分子を吸着する特性 と

触媒能そして結晶構造の特性は生物誕生に向かう化学進

化に粘土がかかわった といい,ス ミス(1989)は 最初の

生物はコロイ ド状態の微結晶の粘土鉱物であって,そ れ

を現在に繋がる生物がDNA生 命の遺伝的乗っ取 りをし

たのだ との仮説を立てた.21世 紀を歩み始めた我々は海

底の濁った堆積物の中とか,水 が溜まった地殻の間隙の

奥深い部分な ど,地 下の環境を生命の発祥地に指 し示す

とウォルフ(2003)は いう.海 底の堆積物,地 殻の間隙

は粘土が存在する代表的場所である.ま た生物から粘土

鉱物 が形成 され るとの報 告 をKohlerら(1994)は し

た.

生物 ・生命の誕生 ・存在が地球外起源 でない とすれ

ば,地 球が誕生 した45.5億 年前から5.5億 年経過 した頃

の無生物時代に地球表面 は空気 ・水(海)・ 土 と太陽か

らのエネルギー,地 底からの熱水が放出する環境での,

その混沌状態のある状態に無機的有機分子か ら生体 を構

成する有機高分子がそしてさらには遺伝 ・生命をもつ有

機体の誕生があ り,そ の場にある粘土鉱物は偶然かそれ

とも必然かとの議論は続 く.
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ヒト科 は霊長類から4,5百 万年前に直立2歩 行する

アウス トラロピテクが分化 し,ホ モ ・ハビルスが2百 万

年前に石を加工 して作った石器を使いはじめ,40万 年ほ

ど前には火を扱いはじめた.ホ モ ・サピエンスのネアン

デルタール人類 は50～60万 年前ごろか ら現れ,20万 年前

ごろヨーロッパ に登場し中期旧石器時代のムスティエ文

化(13～4万 年前)の 担い手となったが,4万 年ほど前

に現生人類 となる洞窟壁画 を描き後期旧石器のオー リ

ニャック文化をもつクロマニヨン人がアジアの西南部より

ヨーロッパに入 り入れ替わったという(奈 良,1998) .

2万 年前の最終氷期の第2寒 冷期の試練を耐えて,温

暖期へ向かう1万5千 年前 ごろ日本地域で人は土を使っ

て土器 を焼き始めたようだ.粘 土を焼いて作った動物の

像などの土偶が2万5千 年前頃のチェコスロバキアの ドル

ニ.ヴ ィエス トニッツェ遺跡から出土 したが,ヨ ーロッ

パでの土器の出土は西アジアから7000年 に伝わるまでな

いようだ。 日本では青森県 ・蟹田町 ・大平山元I遺 跡の

土器 片 が1万6千5百 年前 と報告 され(朝 日新 聞,

1999.4.17),関 東 ・中部地方での縄文時代の草創期の土

器 は1万3千 年前 とされている.2百 万年前に開いた石

器の文化か ら,土 を焼き固める土偶 ・土器の文化が1～

2万 年前に開かれたことになる.

古代の4大 文明の1つ メソポタミヤ地域では1万 年ほ

ど前に狩猟 ・採集の移動す る生活から定住す る生活が,

そして9000年 前 ごろには大麦 ・小麦 ・豆類を栽培する農

業が行なわれ,7000年 前ごろには灌概農業をはじまめた

ようだ.

エジプ ト地域では7000年 前 ころにナイル川流域で定期

的に氾濫する土砂 を利用 した農業が,イ ンダス文明は古

代 メソポタミヤ と関係があ るようだが7000年 前頃 にバ

ローチスターン丘陵の麓で麦作の農耕文化が,そ して中

国では7000～6000年 前か ら黄土地帯を流れる黄河の中 ・

下流地帯において竪穴式住居や泥壁住居で暮 らしアワな

どを栽培する農業が始まったようだ.

農業は森林な ど植物が生育できる自然を切 り開いて,

直接土を露呈させて食用植物を栽培する.栽 培の管理に

定住が必要で,集 落を作 り,共 同作業などして,穀 類根

菜類など増産ができれば貯蔵 し,余 剰が生まれ る.農 耕

は人口の増加を支え,富 を生み,交 易を高め,や がては

都市を形成する基盤 となった.農 業はもちろん土が支え

ている.

土器 も農業 も土から成 り立つが,西 アジアの古代 メソ

ポタミヤでは定住 し農業が行われてしばらくたってか ら

土器が使われてお り,東 アジアの日本の縄文では農耕に

先立ち土器が使われているように,土 器出現の様相 は各

地域により多様であり,そ の出現を特定の生活様式や生業

と結 び付 けての一般化 は無理 のよ うだ とい う(三 宅,

1995).

古代 メソポタミヤ文明は,粘 土板に葦の筆で懊形文字

を刻み情報を伝達 して社会を収め運営 した.そ の始 まり

は5500年 ほど前 とみられ,イ ラク南部のシュメールの古

代都市ウルクから初期の粘土板が出土 している.9000年

前の新石器時代はじめ小麦を栽培 し,羊 ・山羊を飼育 し

ていた時代から,円 盤から円錐の謎の粘土製遺物が トル

コからスーダンのナイル渓谷 まで広い範囲で,初 期都市

国家が成立する時代(5400年 前ごろ)ま で残っていて,

この粘土製遺物をシュマント・ベ ッセラトは 「トークン」

と名づけ,穀 物の収穫 ・貯蔵の記録などに使い,経 済の

発展にしたがってその表面に記号が刻 まれ,さ らに トー

クンを粘土で包みその表面に中身の情報を刻むようにな

り,や がてその包みが粘土板の撰文字へと代わったとい

う(ロ ビンス,1991).

石が豊富な古代エジプ トでは神殿や ピラミッドが石で

造 ったが,石 のないメソポタミヤでは古代都市を泥で

作った.沈 殿 した土の上部から良質の粘土をとり土器や

粘土板をつ くり,下 部の荒い砂などを含む粘土 に麦藁を

加 えてレンガ としたようだ.良 質の粘土を得 るのに水簸

も行ったようだ(E.キ エラ,1958).ま た大切な粘土板

は焼き固め,ま た他国か ら石材を輸入 して刻み込んだ.

初期の日干 し煉瓦は定住生活 とともに1万 年前 ごろか ら

みられ,8千 年前ごろには土に麦わ らを練 りだレンガや

堆積粘土を切 り出したレンガで複数の部屋のある矩形建

造物を作ったようだ(岡 田,1995).

古代メソポタミヤの日干 し煉瓦でできた都市は,洪 水

などの自然災害,戦 を含めた社会の衰退などで容易に構

造物は崩壊する.大 洪水では国土が全て荒廃 しよう.懊

形文字文学の 「ギルガメッシュ叙事詩」にある大洪水物

語 は旧約聖書 「ノァの洪水伝説」の原型 とされ,メ ソポ

タミヤ遺跡調査によって2期 の大洪水が実際であったこ

とが堆積物か ら読み取れ るようだ.最 近2003年12月26日

に発生したイラン南部地震によって砂漠の城塞都市遺跡

でササン朝時代(3世 紀か ら7世 紀半ば)の 日干 し煉瓦

の城下町はほぼ全壊 に崩壊 している様 を報道で見 ると土

文化の危うさの一面が強 く意識できる.

なお,粘 土板の文化 は中国の紙の文化 と唐の時代に接

し消滅したようだが,今 日製紙にクレー(粘 土)を 使 う

ことを知ると土の文化の移 りを感 じる.ま た日干 し煉瓦

は後に焼成煉瓦 も使われ,レ ンガを焼 くための木材消費

で森林生態系が崩壊 し,そ れがインダス都市文明の壊滅

の一因 となったという(杉 山,1988).

2.2.土 にみる文化

古代ローマの哲学者セネカ(5/4BC-65AD)は 古代

ギリシャのタレスが万物は水から生 じたとするのに対 し

て 「エジプト人は四つの元素を定め,次 に各元素 に男女
一対を作った

.強 固な地,た とえば岩や岩山を男性 と呼

び,わ れわれが御 し易い,耕 作に適 したこの地には女性

の名を当てている.」 と反論 した.エ リアーデ(1968)

は 「大地 ・農耕 ・女性」の中でいろいろのハイエロファ

ニー(hierofhany,神 的なもの,祭 られ るもの)を 検

討 し,大 地,大 地 の神性,大 母神 に関する数多 くの信

仰，神話および儀礼が多 くの民族の間に伝承されている
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が,あ らゆる農耕社会における顕著な様相の一つは,大

地の豊饒性 と女性の多産性 との間に見る連帯性である.

非常に長い時代にわたって,ギ リシャ人もローマ人 も,

土壌 と子宮 とを同一視 し,ま た農耕労働 と生殖のわざと

を同一視 した と述べている.ま た地母神か ら農耕の大女

神への転回は,単 純な存在か ら生 きた ドラマへの転回を

意味するとした.オ リンピックなどで勝者が大地にす る

キスは大女神への感謝の行為であろうか.

清流な河川 も洪水時には濁流 と化 し,巨礫をも動か し,

河川床を深 く撹乱する.1993年11月13日 の午後か ら夜に

かけて温暖前線が 日本の南海上にある熱帯低気圧か らの

暖湿気流入で活発化 し福島県南部でも大雨 とな り翌朝の

久慈川水系は増水 し,日 ごろの清流が河合では赤褐色の

泥流へ ど一変 し,濁 流は川幅いっぱいに流れた.ろ 過後

の水質はNa,Clは 減少したが逆にKとNO3が 増加 して

いた(西 山,1995).

洪水時の水は土砂を含み重 く,流 れに力があり,大 地

の侵食 ・掘削 ・流 出 ・か く乱 を行い,大 地の崩落 ・土砂

崩れの要因を作 り,地 形を変え,地 質を変 える.大 地の

崩落 ・土砂崩れは水流だけの働 きではな く,水 を含んだ

粘土 は滑 りやす く,粘 土が傾斜地での土砂滑 りのきっか

けともなる.扇 状地の上流域 に棚田 ・千枚田があるのは

傾斜地の崩落 ・土砂崩れが作ったもので,粘 土は地形 と

景観 に大きなかかわりをもつ.

中国山地の 「たた ら製鉄」は 「出雲国風土記」(733)

に記載され るほ ど古いが,江 戸時代には砂鉄を含む山砂

を水で洗い出す 「鉄穴(か んな)流 し」が確立 し,斐 伊

川,日 野川,高 梁川,江 の川な どの上流部ではその人為

行為で山の地形 は変わり,廃 土砂で棚田がつ くられた.

大量の濁流は大量の土砂を堆積 し,下 流域では洪水被害

や農業用水被害が発生した(川 上,2000).

河川の清水が泥水に,ま た泥水が清水に変わる様 は驚

くべき自然現象の一つである.水 が濁 り,ま た澄むこと

を 「液体の中の沈殿」 と概念化 し,長 山(2004)は 日本

では 「液体の中の沈殿」の上澄みの清浄,つ まり 「何 も

無い こと」「透明性」の方に力点が置かれ,一 方西洋で

は沈殿物が出現する 「実体」 「存在」の方に力点が置か

れた という.日 本の天皇制(清 明心)が 千年を超 えて杜

会の統合を柔構造的に維持 してきたのは,個 人 ・社会を

貫いて,そ れが深層心理的な存在論にまで根を降ろして

いるか らであ り,ま た 「素直」 という価値規範を重視す

るのも,そ れが社会統治の装置一清明心を卑近な対人関

係の規範に投影 したものとした.な お,清 明心 という概

念は弥生時代以来徐々に発達 してきた稲作農耕時代の習

慣,特 に人工灌漑施設の建設 と維持のために必要な地域

共同体の習俗か ら生まれた と湯浅(1980)は いう.粘 土

の挙動 となる濁 りと澄みが弥生人に清明心を生んでいる

とは,人 の精神活動 ・構造の根本が自然事象の うちにあ

ることの一例 となるのではないだろうか.

泥 と関係する祭 りは今日の 日本の各地にある.山 形県

藤島町の 「地ふぶき祭 り」(1月 下旬),福 島県三春町の

「西方 の水かけ祭 り」(1月 元旦) ,千 葉 県四街道市の
「和良比泥んこはだか祭 り」(2月15日) ,千 葉県野田市

の 「三 ツ堀のどう祭 り」(3月 の己牛の 日,平 成2年 か

ら休止),埼 玉県上尾市の 「どういんきょ祭 り」(7月25

日),高 知県高知市の 「どろんこ祭 り」(4月 の第1土 曜

日),高 知県春野町の 「トーデン祭 り」(東 諸木八幡宮の

田植え神事)(4月 の第1土 曜 日),愛 媛県城川町の御田

祭 りをどろんこ祭 りとして観光化(7月 の第1日 曜日),

福岡県杷木町の 「泥打ち祭 り」(3月28日),佐 賀県太良

町の 「泥餅つき」(9月22日),宮 崎県西郷村の田代神社

の 「御田(お んだ)祭 り」(7月 の第1日 曜 日),鹿 児島

県 日吉町の 「せ っべ とべ」(田植え祭 り),沖 縄 ・宮古島

の 「パーン トゥ」(旧 暦9月)な どである.お 祭 りは遊

びの今 日では観光の要素を強 くもつが,泥 祭 りの多 くは

民俗信仰の農耕行事であって,舞 台が神田,そ して神田

の泥 を体に付け,そ れを洗 うことで清め られる,と いう

内容 となるようで,先 の清 と濁 との関係 まで演繹で きそ

うである.

泥土の中に咲 く純 白な蓮の花に心の純化を見,宗 教心

は高 められるだろう.ま た春先に土を盛 り上げ芽吹 く生

命に生きている実感を,そ して生 きる力を授かることも

多いだろう.農 耕社会 を経過 してきた人たちにとって,

生 きる意味,生 きる気力の根本は母なる大地 ・土にある

だろう.

2.a時 間との関係

水 に浮遊 した土砂 はやがて堆積する.堆 積岩の構造 と

組織か ら地質学は多 くの ことを学んだ.細 かいものほど

後か ら沈む.一 回の堆積過程では上部 ほど細かい粘土分

が堆積する.直 径2μm以 下を粘土 とし,粗 くなる順 に

シル ト,砂,礫 と識別され る.粒 度 により水中の沈降速

度 はストークスの法則がある.懸 濁の濁から清の変化で

はな く,堆 積 した結果に目を移すと,堆 積物(岩)に は

1回 の堆積作用毎に上部に細下部に粗の縞ができ,そ の

繰 り返 しの時間経過は縞縞模様 とな り,さ らに地層累重

の法則が成る.グ ール ド(1990)は 地質学が人類の思想

に寄与 した悠久なる時間の発見を理解す るには時間の矢

と時間の環に分ける二分法が実 り多 く,そ れは錯綜 した

歴史 という現象を人が理解するために絶対に必要な原理

であるという.そ の基本に堆積岩があり,粘土が存在する.

変化には時間が伴 う.硬 い岩石が風化作用で微粒子化

して土ができ,植 物が生育 して土壌が形成される.生 物

の誕生以来35億 年の悠久なる時間が経過 し,ヒ トが霊長

類から分化 して500万 年,現 生人類が現れて10万 年 ほど

経過 した.し かし,こ のことは現在が理解することであ

り,現 在が悠久なる時間を理解 している.

土がアスファル ト・コンクリー トで覆われはじめると,

土の地表面での物質交換 は断たれ,土 は呼吸を止める.

そのような都会地で は土が地表か ら消えたことに等 し

く,そ こに生育する動植物は土中に埋没し,や がて固結

し,化 石化 して岩石 となる.岩 石か ら土ができ,土 壌に
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生物が生育する関係 とは逆の関係 となる.現 実はこの二

つの流れの交叉するところにあり,だ れも進んで化石 と

なることは望 まず,現 実 は両者が循環することであろう

(西山,2001).土 ・粘土 はその循環にかかわっている.

土を耕 し作物を育てる生活は,日 が昇 り日が沈む間に見

せ る土 と作物の変化 と同期す る生活であ り.こ の時間の

流れは自然のリズムであ り,悠 久なる時間に裏打ちされ

たものである.

粘土は粘つ く土であ り,そ れは水 と土 との合作で,そ

の舞台は水田にある.日 本での水田稲作の開始は.縄 文

時代から弥生時代への移 りとされ,穀 物貯蔵用の壷が登

場 し,そ の時代 は2500年(紀 元前500年)前 ごろとされ

たが,最 近微量試料で測定 可能な加速器質 量分析法

(AMS)を 使 った放射性炭素(Cl4)に よる編年で,先

の縄文時代の草創期 と同様,こ こでも定説 より500年 ほ

ど前に遡 り,す なわち3000年 前に九州にて弥生時代が始

まることになった.ま た,当 時の墓(支 石墓)か ら彫 り

の深い顔 の縄文人を示す人骨がでた.こ の ことか ら中

国 ・朝鮮半島か ら九州へ伝わった初期の稲作は縄文人が

受け手で3000年 前 となり,東 海地方西部 までへの伝播が

これまでの半世紀からゆっ くりしたものとなった.弥 生

時代の編年は土器様式の変化でなされ,そ の一様式の変

化が20～30年 とされたが,そ の間隔 も長 くなる.過 去 と

は現在が理解 ・認識する事象であることをここでも痛感

する.

弥生時代の稲作は田に種を直播 したのかそれ とも一旦

苗代 に播 種 して苗 を田植 え したのか につ いて,木 下

(1988)は 両議論を踏まえて北九州玄界灘沿岸地域 に最

初に水 田が造成 した弥生人は最初か ら田植 をしたとし

た.稲 作の初期は縄文人が担いかつ始まりが早 まった と

き,直 播か田植 えかの議論にも新しい知見がかかわるだ

ろう.

縄文時代の粘土識別 について,小 林(1996)は 焼 き物

用の粘土 は,自 然状態の堆積物の粘土ではな く,通 常適

当な混和材を適度に混ぜ合わせ,十 分にこねて素地を調

整 し,乾 燥割れや焼き割れを防止するが,一 方ではその

混和材の種類や混合のしかたは文化的要素であって,そ

れは地方 ごと,時 期ごとの流儀の問題だとして,果 たし

て縄文時代 に土偶用の粘土が土器一般用 と区別されてい

たかを注 目すべきと指摘 し,実 際にそのようにもみえる

といい,焼 成のあり方についても言及 している.縄 文世

界の精神世界が どれほど土か ら読めるか興味深いもので

ある.

滋賀県米原町の入江内湖遺跡か ら,縄 文時代前期前半

(約5500年 前)に 造 られた国内最古級の丸木舟 と木製漆

器が出土 した.縄 文期の丸木舟は全国で多数出土す る

が,前 期以前で完全な形での出土は鳥浜貝塚(福 井県三

方町)に 次 ぐ.丸 木舟 は全長5.47m,最 大幅0.5m,高

さ0.3m,材 質は針葉樹であ り,漆 器は直径,高 さ とも

20cm,厚 さ約1cm,広 葉樹 を石器で削 り内外 に朱漆が

塗ってあ り,い ずれも地表か ら約lm下 の川跡で見つか

り,保 存状態が極めてよいという.丸 木舟は粘土層が上

下を挟むようにあ り,丸 木舟を流 し埋没させた洪水層の

粘土層が丸木舟を水 と空気から遮断 した結果,鳥 浜貝塚

と同様に良好に保存されたようだ(滋 賀県文化財保護協

会(2003),森 川 ・橋本(1994)).

湿原が作る泥炭地から出る谷地(や ち)水 は茶褐色だ

が透 き通った鉄分 とともに多 くのフミン酸を含み,防 腐

剤 としての効力を発揮 し,泥 炭地に埋没 した物 を長期間

保存す る(辻 井達一,1987)よ うで,土 と水の関係 は生

物の誕生,生 存にとってのみならず,そ の遺跡の保存に

おいても重要となる.

2.4.土 ・粘土の特性と活用

土にセクシャルを感 じる人が女性に多いとの記事(朝

日新聞,1989.1.25)が あって15年 が経過す る.同 じ頃
「ワトローペン」がオランダでは大流行 しているという

記事があった(朝 日新聞,1988.10.28).ワ トローペン

とはマッドウオーキング,す なわち引き潮時に現れる泥

土を歩 くことで,オ ランダでは国民スポーツとして親 し

まれているというのだ.日 本で も静岡県の片瀬海岸から

江ノ島まで引潮時に歩 くことができる.ま た泥土は美容

に良いとされ,イ スラエル ・ヨルダンの死海の底土や韓

国の木浦の潟泥などが体に塗 られている.現 在 も泥場は

健康 ・スポーツに生きているようだ.

水質浄化にとっての葦原の働きが注目され,河 川 ・湖

沼 ・湿地そして葦はないが潟やマングローブなどの泥地

の保護が叫ばれている.今 日葦原は,環 境浄化に貢献す

るとの意識の転換があ り,葦 原をみて厄介な所か ら大い

に心和む場所へ と認識は変わった.

洪水時には懸濁液 となった河川は河川敷や場合には堤

防を越 えて広い流域に溢れ,土 砂を再沈殿する.流 れが

強い水 は土を浸食 して懸濁するが,流 れが弱 くなると懸

濁 した土を沈降 ・堆積する.そ の際に植物 にとって養分

となる窒素,燐 酸,カ リ,石 灰な どを他所から運び込ん

で くる.植 物の輪作 も可能 となる.農 耕にとって洪水は

ありがたい一面 もある.

粘土の字の如 く,土 は水分を含む と粘 る性質がある.

粘土 は,土 壌関係で は直径2μm以 下 の粒子 を粘土

(clay)と 定義するように,微 粒子である.重 さ嵩が同

じで も微粒子になるほど表面積 は大きくので,粘 土粒子

の表面特性が現れる.多 くの粘土粒子の表面は親水性で

ある.か つまた,粘 土鉱物は薄い平板な形態が多 く,か

つ平板面に沿って剥離する性質をもつ場合が多い.こ れ

らの ことは水が加わると粘 り滑 る日常生活では困った性

質が粘土にでて くる.し かし,こ のような性質,特 性を

巧みに利用 して粘土を有用材 として意識的なかかわ りも

してきた.

土をいじったら手を洗えと子供に言うのは破傷風など

の病原菌が土にあることを心配 してだ。土にはさまざま

な生物が地下4～5kmも の深 さまでいて,113℃ まで

生 きる超好熱菌,2000気 圧まで耐える菌などの極限環境
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微生物など地下生物圏に広がっていて,土 は微生物資源

の宝庫 ともなるようだ(ウ ォル フ,2003)。

土が素材 となる酸性白土は石油類の精製特に脱色 ・脱

水などに有効性が認められ近代産業における機能物質 と

して広 く多用途 に用いられ(小 林,1918),そ の機能性

は今 日の産業 と暮 らしを支える多様な高機能材に相当し

た.

もちろん今 日で も粘土自体が直接あるいは間接的に支

えてい る製品 ・材料は瓦,レ ンガ,陶 磁器,セ メン ト,

土木 ・建築用材,有 機複合材,化 粧 ・医薬用素材,潤 滑

材など多方面にわたる。なおここで,こ のことと,こ の

こ とを含 めた粘土全般につ いての案 内書を4点 紹介す

る。「粘土の世界」(日本粘土学会編,KDDク リエイティ

ブ,1997),「 粘土 とともに一粘土鉱物 と材料開発」(古

賀 慎,三 共出版,1997),「 粘土のはなし」(白 水晴雄,

技報堂,1990),「 土 を見つめる-粘 土鉱物 の世界」(須

藤談話会編,三 共出版,1986)。

さて,粘 土は主 に無機物 ・無機化合物からなるが,そ

れは決して固定 した化学成分 とはならない.土 中の粘土

鉱物の多 くは層状 アルミノ珪酸塩に分類されるが,通 常

の鉱物に対 し種の示す特性の幅は広 く,た とえば同種の

粘土鉱物でも存在場所によって化学組成は変動 し,同 形

置換は常に認められる.

そのような特性の幅が広い粘土鉱物を意識 して,須 藤

(1974)は 「粘土鉱物論」の中で 「中間性粘土鉱物論」

を興し,つ ぎのように整理した.粘 土鉱物の諸性質は極

めて多様であ り,粘 土鉱物は古 くから何れの分類枠にも

的確 に属さないものが報告されてお り,A,B2つ の鉱

物種の中間的性質を示すような粘土鉱物を 「中間性粘土

鉱物」 と呼ぶ とした.さ らに中間性粘土鉱物は,「混合

層鉱物型の中間性鉱物」 と 「偏筒型中間性鉱物」の2つ

に大別できるとした.前 者は層状構造を持つA粘 土鉱物

の構造層Aと 同じ くB鉱 物のB層 があり,そ れらA層 と

B層 がさまざまな状態の確率関係から成 り立つ粘土鉱物

をい う.後 者 はA粘 土鉱物のA層 の性質が多少変化した

ものでA様 鉱物 と記載されるとした.須 藤は混合層鉱物

の成分鉱物には,偏 筒性があるという一般性が認められ

るので,「 …様」 という表現 を同書では省略 したが,概

念的には両者 は異にする重要な内容を持っている.

さ らに須 藤 は同書 で 地 形 学,土 壌 学 に お いて

degradation, aggradationが 用 いられ,地 形学では前

者は河川の浸食作用,後 者は堆積作用を意味 し,土 壌学

では前者 を1つ の土壌型が より風化の進んだ土壌に変わ

る意味に用い られ,粘 土鉱物学では前者を粘土鉱物結晶

の崩壊過程の意味がそして後者は結晶の成長過程を意味

し,さ らに前者 は下降進化(退 化)の 意味に,後 者を上

向進化の意味に用 いられると紹介 した.思 考 ・吟味すべ

き内容がある.こ のことと関連 して先に触れた風化作用

と続成作用がある.前 者は岩石が微粒子化することで,

後者は逆に微粒子が固化する方向を指す。 これらの事項

は大地 ・土の理解に大切であるが,同 時に大地 より学ん

でいる人の思考に深 くかかわ りをもつ事項だとも思 う。

中間性の性質は土 ・粘土に付随する特徴的性質 と思わ

れる.次 の中間土の捉え方も共通概念が働いているよう

だ.建 築 ・土木分野にて土質 を実際に扱 うとき,土 は非

常に複雑な性質を有 し,問 題別に異なる方法,た とえば

土を全 く挙動の異なる砂 と粘土に分けて取 り扱 うが,実

際はその中間的な性質 を示す場合が多 く,そ のような土

を中間土 とされる(中 間土編集委員会,1992).

土を素材 として陶器 などを作 る窯業 に対 して,高 機能

な材を作るファインセラミックスがある.フ ァインセラ

ミックスにおいては,自 然物がみせ る中間性を脱 して単
一性 を求める.自 然界ではごく普通 に複雑 と表現される

中間的特性が一般的であるか ら,自 然物 ・天然原料を分

離 ・精製 ・加工 ・合成 などの処理を行い,そ の特性を引

き離 し新たに制御可能で法則に従う物質群に作 りかえる.
一方自然物は地域性 ・個性をもつ.そ こで天然原料は

それぞれに個性があ り中間的特性があって,そ のことを

意識すれば個性のもつ価値が引き出せる.文 化 ・芸術 ・

個人的 と表現 される内容がある。

複雑さを単性化 してその後に複雑を理解 ・模そうとす

る思考 ・態度 と,複 雑さをそのままにめで ようとする思

考 ・態度があるならば,大 地 ・土から完全に乖離してい

ない私たちはまだ両者の立場を取 りえる中間的生物では

ないだろうか.

3.ま とめ

優れた狩人は獲物の行動を土につけた足跡か ら知る.

どのような動物(種 類,大 きさ,健 康状態な ど)が,ど

ちらからどちらに,何 時歩いたかを判断する.周 りの土

を握 り締め,砂 質か粘土質か,ま た水分の程度,硬 さな

どの土質から判断するという.ま た陶工がロクロの上で

粘土塊を見る間に器に造形する様をみると驚きと,す で

に古代 メソポタ ミヤで開けた粘土による情報伝達の世

界 ・縄文土器など練れた造形文化が思い出される。

今 日の管理されたレンガ,耐 火煉瓦,タ イル,陶 磁器

などの工場では原料の配合,成 型,乾 燥,焼 成などを諸

測定装置か らの計測データーに基づいて進める.熟 練 し

た現場の人は配合 した成型前の原料を手に取 り握 り締め

てその水分など諸特性を全体 として知ろう.

このように土を扱い土に関心を持つ人は地球環境が無

機的都市化,砂 漠化 など進行する現在を生命を宿す大地

に取って危いとの共通認識をもとう.今 日社会が目指す

選択 として 「持続可能な発展」そして 「循環型社会」が

叫ばれている。それは私たちの文明が石文化-土 文化-

金属文化一化石エネルギー文化 とその中心が移 り,そ し

て今情報化文化を情報処理チップが担お うとするな ら

ば,そ の情報処理チップに 「持続可能な発展」を託す こ

とになる。同時に社会に衣 ・食 ・住が不足せず,周 囲の

景観 ・音景(音 風景)・ 触感が うるわ しくあ りたい と,

環境学が提案する 「循環型社会」を希求し,悠 久なる時
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間も今にあるとの認識を強 くし,思 考 ・行動することで

ある.

自然を背景 とする古代ギリシャの野外劇場に世界や自

然のあり方 と人間やその行為のあ り方 との分かちがたい
一体性
,そ こに古代ギリシャ哲学の希求がある と藤原

(1980)は みたが,そ の古代 ギリシャを遡 る古代メソポ

タミヤの,そ して日本の縄文 ・弥生の土の文化に現代文

化に通ず る根本があると意識する.
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